
C 型肝炎ウイルス抗体が陽性と言われた方へ 

 

 Ｃ型肝炎ウイルスは、肝炎、肝硬変、肝がんの原因です 

C 型肝炎ウイルスに感染すると、10 年～30 年かけて慢性肝炎から肝がんへ進行します。 

肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれ、慢性肝炎が進んでも自覚症状はあまりありません。 

肝機能検査が正常でも病気が進行している場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 肝疾患専門の医療機関で肝臓を詳しく診てもらいましょう 

血液検査でウイルス（HCV）がいるか調べます。肝臓の状態も詳しく調べます。 

・血液検査 ・・・肝機能検査、肝炎ウイルス検査（肝炎ウイルス量や型）を調べます。 

・超音波検査・・・肝臓や肝がんの状態を調べます。 

 

C 型慢性肝炎と診断されたら・・・ 

 C 型肝炎ウイルスを排除するために抗ウイルス療法を行います 

最近は飲み薬だけの治療で、副作用も少なくなっています。 

・飲み薬だけの治療    ・・・服用機関は 2 か月から 6 か月です。 

・インターフェロンを含む治療（注射と飲み薬） 

・その他の治療（肝庇護療法）・・・抗ウイルス療法が行えない場合に、肝炎の進展を予防する治療 

 

 今なら、治療に助成制度が利用できます 

申請し認定されると、自己負担が月額 1 万円 または 2 万円で治療ができます。 

 ※世帯全員の市町村民税（所得割）課税年額によります。 

 

   

 

   年   月   日 

   診療病院名               説明した医師名            印 

 私は、C 型肝炎ウイルス陽性であることについて説明を受けました。 

   年   月   日  

         患者氏名                   印 

         

 

確実な診断と治療のために、すみやかに専門医を受診することが大切です 

※既感染の場合もあります。 


